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 本アセスメントは、感染症発生動向調査等のデータを用い、自治体の管轄地域や避難所等での主に流行性の

感染症のリスクについて提示しています。 

 本リスクアセスメントの目的は、自治体の管轄地域や避難所における被災者の感染症の予防や感染症による

被害を減らすために必要な介入の優先順位づけに役立てることです。 

 被災者が感染するリスクは、災害発生地域における感染症流行状況及び災害の種類や規模等によって異なり

ます。また、感染症に関する被災者に必要な対応（介入策）は、地域（自治体の管轄地域、避難所等）に応

じて異なるため、地域レベルのリスクアセスメントが必要になる場合があります。 

 本アセスメントの手法は、2011年東日本大震災及び2015年関東・東北豪雨で利用した経験があります。 

【リスクアセスメントの方法】 

 
①地域・避難所で流行する可能性の評価：各疾病が流行する可能性について、下記の視点を参考に 1（低い）、2

（中等度）、3（高い）のいずれかに分類 します。 

感染伝播の機会 感染伝播のリスク状況* ワクチン接種率 

少ない 落ち着いている 高い 

中等度 一部で悪化 高いが、一部に感受性者あり 

多い 全体で悪化 未接種またはワクチンなし 

*流行時期，集団生活，寒冷環境，衛生環境悪化など 

②公衆衛生上の重要性の評価：各疾病の流行が与える

公衆衛生上の影響について、罹患割合・致命割合 の視

点から 1（低い）、2（中等度）、3（高い）のいずれか

に分類 します。 

分類 罹患割合・致命割合 

1：低い 低い 

2：中等度 許容される水準より低い 

3：高い 高い 

③リスク評価：①、②の結果を用いて以下の基準に基

づき評価します。 
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